第１号議案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平 成 ２５ 年 度 事 業 報 告

平成25年6月13日（木）東京都中央区・八重洲富士屋ホテルにおける第10回定時社員総会で決定された平成25年度事業計画に基づき実施した事業について下記のとおり報告いたします。

平成25年度基本方針と活動
1． 30周年を迎え、気持ち新たに改善新基準を持ってＲＭＫ認定工場の施設衛生検査を実施、更に麺業界の安全安心を推進する。
· ＲＭＫ認定制度に基づく新基準で施設衛生検査を実施
· 支援活動としての勉強会3回、セミナー、海外研修を充実させる。
· 会員支援の冷凍めんＱ＆Ａを作成、と共に支援内容の検討を進める。
2． 日本冷凍めん協会設立30周年を迎えるにあたり、初心に返り、ＲＭＫマーク付冷凍めんの認知向上と価値訴求を図る。
· 30周年施策に焦点を絞り実施する。
· プロモーションの実施に当たっては、「業務用と市販用」等のバランスを考慮し冷凍めんの基本価値「おいしさ」「安全・安心」「利便性」を訴求する。
· 業務用の施策と首都圏以外の施策を充実させ、偏りをなくす。
· 年度後半において、数年間の施策の総括を行い次年度以降の施策に反映する。
Ⅰ．組織の概況について
1、 会　員　数　
 　本年は計127事業所(Ａ会員1社増、Ｃ会員3社減、準会員2社減の総数で4社減)とな
った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２６年３月３１日現在）
	区分
	24年度末
	25年度末
	増減

	一般
会員
	Ａ　会員
	20
	21
	+1

	
	Ａ’会員
	11
	11
	0

	
	Ｂ　会員
	16
	16
	0

	
	Ｃ　会員
	56
	53
	-3

	特別会員
	3
	3
	0

	準会員
	25
	23
	-2

	計
	131
	127
	-4



　　　　（注）　　　　【一般会員】
Ａ　会員：冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下会員並びに組合員
Ａ’会員：冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下会員
Ｂ　会員：冷凍めんの製造販売を行う全麺連傘下会員並びに組合員　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　Ｃ　会員：その他、冷凍めんの製造販売を行う企業 
　　　　　　　　　　　　【特別会員】　理事会において定める企業
　　　　　　　　　　　　【準会員】   冷凍めんに関する機器資材企業　　　
２、役　員　数
　　理　事　１４名（会長１名、副会長５名、専務理事１名、理事７名）、監　事２名
3、 役　員　名　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所属会社の役職名は平成２６年3月31日現在）　
	役員名
	氏名
	所属

	会長
	木下　紀夫 (きのした　　のりお)　
	シマダヤ株式会社　代表取締役社長

	副会長・会長代行
	日野 (ひの)　三代 (みよ)春 (はる)　
	テーブルマーク株式会社　代表取締役社長

	副会長
	前場　敏男 (ぜんば　　　としお)
	全国製麺協同組合連合会　会長

	同
	徳山 (とくやま)　均 (ひとし)
	株式会社キンレイ　代表取締役社長

	同
	山田 (やまだ)　貴夫 (たかお)
	日清製粉株式会社　常務取締役

	同
	染澤　三雄 (そめざわ　　みつお)　
	日本製粉株式会社　取締役常務執行役員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

	専務理事
	那須　保信 (　　なす　　　やすのぶ)　
	シマダヤ株式会社　人事・総務部所属

	理事・会計担当
	今村 (いまむら)　将也 (まさなり)　
	東洋水産株式会社　専務取締役

	同
	田中　康裕 (　たなか　　やすひろ)　
	フレッシュ・フード・サービス株式会社　代表取締役社長

	理事
	友政　克己 (ともまさ　　　かつみ)
	日清食品冷凍株式会社　代表取締役社長

	同
	西山　隆司 (にしやま　たかし)　
	西山製麺株式会社　代表取締役社長

	同
	祢宜　博 (　ねぎ　　　ひろし)
	マ・マーマカロニ株式会社　代表取締役社長

	理事・相談役
	新倉　英隆 (にいくら　　ひでたか)　
	オリエンタル酵母工業株式会社　特別顧問

	理事・相談役
	安田　征伍 (やすだ　ゆきかず)
	株式会社安田製麺所　取締役会長

	監事
	宮田　一正 (みやた　かずまさ)
	日本リッチ株式会社　代表取締役社長

	同
	伊左治　重之 (　いさじ　　しげゆき)
	伊左治税理士事務所　所長


Ⅱ．主な会議、委員会等の開催と審議事項
　　
１、社員総会
第10回定時社員総会　平成２5年６月１3日（木）　於：八重洲富士屋ホテル
　　　第１号議案から６号議案承認可決。
（１）第１号議案　平成２４年度事業報告承認の件
（２）第２号議案　平成２４年度決算報告承認の件
（３）第３号議案　平成２５年度事業計画決定の件
（４）第４号議案　平成２５年度収支予算決定の件
（５）第５号議案　定款一部改定の件
（6）第6号議案　役員一部改選の件
　　　　

２、理事会

	
	実施年日
	内容
	場所

	第1回
	H24.5.22
	1 第10回定時社員総会議案の承認
	全麺連会館

	
	
	2 理事の一部改選案の承認
	

	
	
	3 30周年式典、祝賀会について
	

	
	
	4 30周年ＤＶＤ最終確認
	

	第2回
	6.13
	平成25年度新役員の役職について
	八重洲富士屋ホテル

	第3回
	9.26
	1 定款の見直し作業について
	全麺連会館

	
	
	2 平成25年度施策の進捗報告・技術委員会
	

	
	
	3 平成25年度施策の進捗報告・情報委員会
	

	第4回
	H26.1.30
	①　定款一部変更案について第11回定時社員総会議案としての承認
	全麺連会館

	
	
	②　平成25年度施策の報告・技術委員会
　＊緊急の経営向けフードディフェンス勉強会の実施承認
	

	
	
	③　平成25年度施策の報告・情報委員会
	

	第5回
	3.13
	1 平成26年度の施策の承認
	全麺連会館

	
	
	2 平成26年度予算の承認
	

	
	
	3 業務監査について
	

	
	
	4 その他
	



3、 会計監査会　

	実施年日
	内容
	場所

	H25.5.22
	平成2４年度事業報告、財産目録、貸借対照表および損益計算の監査
	全麺連
会館



4、 技術委員会　
　
	
	開催日
	内容
	場所

	第1回
	H25.4.10
	①平成25年度の委員会の活動方針
	全麺連　　会館

	
	
	②RMK認定工場検査について
・新基準に基づくチェック表等の確認
	

	
	
	③勉強会の開催及び内容の件
	

	
	
	④セミナーの講演、講師の件
	

	
	
	⑤海外研修の件
	

	
	
	⑥30周年工場表彰の件
	

	第2回
	7.18
	①平成25年度RMK認定工場検査進捗報告
	全麺連　会館

	
	
	②「冷凍めん工場の品質保証体制に関する指針」検査付属書変更
	

	
	
	③海外研修の訪問先検討
	

	
	
	④第5回、第6回勉強会の講演テーマ、講師の検討
	

	
	
	⑤ＲＭＫ認定工場支援内容の検討等
	

	第3回
	10.9
	◎平成25年度の施策の進捗について　　　　　　　　　
	全麺連　会館

	
	
	①ＲＭＫ認定工場工場施設衛生検査進捗
	

	
	
	②海外研修（マレーシア・タイ）の決定と内容
	

	
	
	③耐久凍結トレーの件
	

	
	
	④ＲＭＫ認定工場支援内容の検討
　・微生物の簡易検査
・アレルゲン簡易検査検査等
	

	第4回
	12.5
	◎技術委員会事務局会と監査員（ULASGJ）の平成25年度監査
報告会
	全麺連　会館

	
	
	①各工場の監査報告
	

	
	
	②各工場の状況の討議
	

	
	
	③平成25年度の工場検査の方向性を意見交換
	

	
	
	④その他
	

	第5回
	H26.2.6
	◎平成26年度の活動方針と具体的な施策検討
	全麺連　会館

	
	
	①経営向け及び現場向けフードディフェンス含む勉強会の検討
	

	
	
	②ＲＭＫ認定工場工場検査へのフードディフェンス取組強化検討
	

	
	
	③工場支援としての微生物実習、異物混入防止実習の検討
	

	
	
	④検査の精度確認の必要性について
	

	
	
	⑤海外研修について
　・第3回の延期について
　・今後に実施時期について
	

	
	
	⑥冷凍めんのおいしさ等技術的アピール検討
	



５、情報委員会
　　　
	
	開催日
	内容
	場所

	第1回
	H25.4.17
	◎平成25年度活動方針と施策について
	全麺連会館

	
	
	①お料理ブロガーイベント、及び30周年記念プレゼント企画
	

	
	
	②栄養士サイトでの冷凍めん検定と30周年記念プレゼント企画
	

	
	
	③30周年記念企画について
	

	
	
	・夏休み親子冷凍めん工場見学バスツアー
	

	
	
	　　　・北海道ラーメンの旅
	

	
	
	・業務筋に向けての業界紙への30周年記念広告
	

	
	
	④３０周年記念式典の概要
	

	
	
	⑤３０周年を振り返るＤＶＤの確認
	

	
	
	⑥冷凍めん解凍DVD兼動画レシピ
	

	
	
	⑦市場規模調査2013年発表数値の共有
	

	第2回
	7.18
	◎平成25年度施策の進捗確認
	全麺連会館

	
	
	①お料理ブロガーサイトでのレシピコンテストの確認
	

	
	
	②管理栄養士サイト冷凍めん検定とプレゼント企画の確認
	

	
	
	③冷凍めん解凍DVD兼動画レシピの確認
	

	
	
	④30周年プレゼント企画等について
	

	
	
	　　・夏休み子供バスツアー
	

	
	
	　　・北海道ラーメンの旅
	

	
	
	　　・業務筋、３０周年感謝広告
	

	
	
	⑤ホームページの改善
	

	
	
	⑥その他確認
	

	第3回
	10.17
	◎平成25年度施策の進捗、振り返りと来年度に向けての意見出し
	全麺連会館

	
	
	　①レシピブログを使ってのイベント及びレシピコンテスト
	

	
	
	　②管理栄養士サイトを使っての冷凍めん検定とプレゼント企画
	

	
	
	　③30周年プレゼント企画等について
	

	
	
	　④ホームページ改善と今年度のアクセス、今後のＨＰあり方について
	

	
	
	　⑤来年度施策の意見出し
	

	第4回
	H26.2.19
	◎平成26年度活動方針案、施策案についての検討
	全麺連会館

	
	
	①「お料理好き」、ブロガー集まるサイトでの冷凍めんの知識拡散
	

	
	
	②管理栄養士サイトを使った冷凍めん検定第２弾
	

	
	
	③パナソニック（異業種）とのコラボとオープンキャンペーン
	

	
	
	④ホームページを使っての施策とＨＰの改善
	

	
	
	⑤冷凍めん協会をアピールする業界向け広告の作成と掲載
	

	
	
	⑥冷凍めん末端ユーザーへの冷凍めん調査
	

	
	
	⑦冷凍めんＱ＆Ａの継続作成
	

	
	
	⑧海外の食品見本市等の視察計画等の検討
	


Ⅲ．RMKマーク認定制度に基づく活動および支援活動について
１、認定工場施設衛生検査実施　
（１）工場検査の実施
①平成25年度は、不適合となった工場はなかった。
②ランクアップが期待される工場、問題を抱える工場等16工場については昨年度同様、2回の工場検査を実施、多くの工場がレベルアップできた。フードセイフティー、フードディフェンス等の新たな取り組み強化が今後求められる。
　　 （２）製品一斉検査事業について　
　　　　　　　 ①製品検査は、夏場と春先の2回実施した。
　　　　　　　 ・一般生菌数、大腸菌群、Ｅ,Ｃｏｌｉ、黄色ブドウ球菌
　　　　　　　　：食味、形態、重量
　 ②平成25年（7～8月）の検査結果
・50企業、130検体
・前年夏場の検査に比べ300/ｇ以下が48％と4％増加、999/ｇ以下では65％と5％減少したものの、大腸菌群の陽性率は20検体と11検体減少し、衛生状態は改善は見られた。
　　　　　　　 ・Ｅ,Ｃｏｌｉ、黄色ブドウ球菌はすべて陰性であった。
・サンプルへの異物混入が1検体あった。
・食味、形態、重量では問題はなかった。
　　　　　　　 ③平成26年（2～3月）の検査結果
　　　　　　　 ・50企業、130検体
　　　　　　　 ・前年の冬場（2～3月）の検査結果と比較し、300/ｇ以下が74％と2％
　　　　　　　　 増加、999/ｇ以下は87％で同じとほぼ同レベル。
　　　　　　　 ・大腸菌群の陽性率9検体で前年より2検体減少。
　　　　　　　 ・Ｅ,Ｃｏｌｉ、黄色ブドウ球菌はすべて陰性であった。
　　　　　　　 ・サンプルへの異物混入が1検体あった。
　　　　　　　 ・過少製品が1検体、過重製品が3検体あった。
　　　　　　　 ・その他項目は問題なかった。
　　　　　　＊各工場に対しては問題等すべてフィードバックされた。
　　　　　　＊年2回の製品検査はＲＭＫ認定制度の必須項目であるが、提出期限が守
られない状況が平成25年度は多くあり、注意喚起を行った。
　　（３）年度末に起こった食品への農薬混入事件の対応として、Ｈ25年度に「冷凍め
ん工場の品質保証体制に関する指針」付属書に盛り込んだフードディフェン　スに加え、施設工場検査の際のチェック表にこの考えを、まずは、指導用として詳細項目を加え、平成26年度工場施設衛生検査より使用する。




２、品質保証の為の工場実務者向け勉強会（第5回～第9回）
定期的な第5回から第7回の3回の実施に加え、緊急に第8,9回を実施した。

	
	開催日
	講演内容
	開催場所
	参加者／募集定員

	
	
	講師
	
	

	第5回
	H25.4.25
	1. 冷凍・冷蔵の基礎　
	博多
リファレンス駅東ビル　会議室Ｇ（4F）
	19名

	
	
	　　　東京海洋大学　食品生産科学科　農学博士　
鈴木 徹 教授
	
	

	
	
	2. 食品の安全・安心の構築の土台‐食品衛生７Ｓ
	
	

	
	
	　株式会社角野品質管理研究所 代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　角野 久史氏
	
	

	第6回
	9.12
	1.澱粉の基礎知識　～めんへの利用～
	ＡＰ東京 八重洲通り　Ａ会議室（13F）
	80名

	
	
	松谷化学工業株式会社　研究所　
第２部２グループ　グループリーダー　　
横山 公一 氏
	
	

	
	
	2．食品の異味・異臭発生事例とその防止策
	
	

	
	
	株式会社　サントリービジネスパートナー
品質保証本部　技術顧問　
工学博士　但馬良一 氏
	
	

	第7回
	H26.1.23
	1.澱粉の基礎知識　～めんへの利用～
	兵庫県民会館　会議室303（3F）
	41名

	
	
	松谷化学工業株式会社　研究所
第2部第2グループ　主査研究員
　高城太一氏
	
	

	
	
	2．食品の異味・異臭発生事例とその防止策　　　　　　　　　
	
	

	
	
	株式会社　サントリービジネスパートナー
品質保証本部　技術顧問　
工学博士　但馬良一 氏
	
	

	第8回
	3.19
	1.フードディフェンスの必要性
	AP東京八重洲通りＡルーム（13F）
	91名

	
	
	食品安全教育研究所 代表
河岸　宏和氏
	
	

	
	
	2.冷凍めん工場におけるフードディフェンス
	
	

	
	
	株式会社　ＵＬＡＳＧＪａｐａｎ
　　　　開発部　部長　酒徳泰行氏
	
	

	第9回
	3.26
	1.フードディフェンスの必要性
	神戸国際会館　802＋803会議室（8F）
	37名

	
	
	食品安全教育研究所代表　河岸　宏和氏
	
	

	
	
	2.冷凍めん工場におけるフードディフェンス
	
	

	
	
	株式会社　ＵＬＡＳＧＪａｐａｎ
　　　　　　　開発部　部長　酒徳泰行氏
	
	



３、セミナー

	開催日
	講演内容
	開催場所
	参加人数

	
	講師
	
	

	H25.11.28
	1.感性マーケティング《男女脳の違い+感性トレンド》
	品川プリンスホテル
	84名（申し込み109名）

	
	株式会社感性リサーチ　代表取締役社長　
黒川　伊保子氏
	
	

	
	2. 日本と世界の最新政治経済事情
	
	

	
	経済評論家　中小企業診断士　三橋　貴明氏
	
	



4、 海外研修
第3回海外研修はタイ国内の政情不安につき、次年度に延期とした。

　　　
Ⅳ．RMKマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求及び協会の取り組み強化

　１、ホームページ（ＨＰ）の改善
　　　　①「達人レシピ」個別レシピの写真画像等大きくし、見やすくした。
　　　　②麺カレンダーと連動した今月おすすめメニューとした。
　　　　③ＲＭＫマーク付き冷凍めんの項目を追加

２、イベントの実施
（１）レシピブログ（お料理好きブロガーが集まるサイト）を使ってのイベント、レシピコンテスト
	開催日
	内容
	成果
	開催場所

	H25.4.9、7.22～11.01
	4/9ブロガーを集めての冷凍めんの勉強会等、7/22よりレシピコンテストの広報、募集、9/20発表会、11/1まで結果広報。
	4/9のお料理ブロガーを集めてのイベント、レシピコンテストへつなげてのお料理好きへの冷凍めんの存在の拡散を図れた。レシピ応募は263点あった。タイアップPVは合計で、35,936ＰＶ（想定波及効果は105,200ＰＶ）
	レシピブログ及び協会ＨＰ


　　
（２）管理栄養士サイト等を使っての冷凍めん検定による冷凍めんの知識を啓蒙
	開催日
	内容
	成果
	開催場所

	H25.8.8～10.10
	冷凍めんに関する10問を作成、ＷＥＢ上でこれを解いて頂き、プレゼント企画へ更に冷凍めんに関するアンケートに答えて応募が出来る。
	冷凍めん受験者数15154名、うち3655名がアンケートに答え、プレゼント企画へ応募。多くの方に冷凍めんの知識を伝えられ、且つ、アンケートから冷凍めんについての今後の課題を見る事が出来た。
	「かわるＰｒｏ」・「調理力」・「シェフモ」のサイト及び協会ＨＰ、パナソニックＨＰ



　３、冷凍めん解凍ＤＶＤ兼動画レシピの制作
　　　①10品の簡単なレシピ動画を作成
　　　②解凍方法を熱湯、電子レンジ等、簡単にできる方法をいろいろ紹介。
　　　③Ｙｏｕ－Ｔｕｂｅへ掲載、協会ＨＰ等から動画レシピとして掲載。
　　　④次年度に向けこの動画レシピの利用について検討
　　　
４、30周年記念企画の実施
　　　①夏休み親子バスツアー及び商品券プレゼント企画（Ｈ25.8.27）
＊テーブルマーク㈱魚沼水の郷工場様見学とグリーン牧場ドッグショー
＊ＲＭＫマーク3枚一組での応募…クローズドキャンペーン
＊懸賞サイト及び協会ＨＰを使っての募集
　　　　＊応募総数799、うちバスツアー応募21組
　　　　＊バスツアー参加16組32名
　　　＊朝日小学生新聞10/10冷凍めんの日に見開き1ページ掲載。
　　　②北海道ラーメンの旅プレゼント（Ｈ26.01.25～26）
　　　　＊㈱西山製麺様でのラーメン教室、工場見学、小樽観光
　　　　＊懸賞サイト及び協会ＨＰを使ってのオープンキャンペーン
　　　　＊10/10冷凍めんの日ニッポン放送「垣花正のあなたにハッピー！」で㈱キ　ンレイ様よりプレゼント提供を受け、冷凍めんの日、北海道ラーメンの旅のＰＲを入れてもらい、世間に冷凍めん協会30周年を伝えた。
　　　　＊応募総数19,929（ＷＥＢ応募数9,760、はがき応募10,169）
　　　　＊募集期間の協会ＨＰのアクセス数が10倍に跳ね上がりＭａｘ18904/月
　　　　＊全国より10組20名様参加（千歳空港11：30集合）
　　　③業務筋向けに30周年記念広告を作成、業界紙に掲載
　　　　＊主に9月より掲載を開始、調整を含め広告代理店に依頼
　　　　＊今後の業界紙等への広告掲載の在り方についての知見を得られた。
　
Ⅴ．市場規模および平成25年生産食数の公式発表について
　　　平成25年は46企業の協力を得た調査となった。
　　　なお、本資料は農林水産省をはじめ報道関係の一般紙新聞社、食品産業界の新聞および雑誌に配布しました。

１、市場規模（日本冷凍めん協会調査）及びＲＭＫ申告数
　　　（１）生産食数（暦年）　　　　　　
	
	業務用（万食）
	市販用（万食）
	合計（万食）
	前年比（％）

	2010年
	88,666
	51,787
	140,453
	

	2011年
	95,491
	56,222
	151,714
	108

	2012年
	95,064
	83,499
	178,563
	118

	2013年
	101,717
	83,483
	185,200
	104



　　　（２）ＲＭＫ申告数（暦年）（会員以外へは非公開）
	
	業務用（万食）
	市販用（万食）
	合計（万食）
	前年比（％）

	2009年
	48,724
	35,299
	84,023
	

	2010年
	54,771
	46,934
	101,705
	121

	2011年
	59,325
	49,892
	109,217
	107

	2012年
	66,079
	48,421
	114,500
	105

	2013年
	68,539
	52,846
	121,385
	106
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　　　平成２６年５月１５日
	一般社団法人　日本冷凍めん協会

	代表理事　　　木　下　紀　夫　　　
	理事・相談役　安　田　征　伍　　

	副会長　　　　日　野　三代春　　　
	監事　　　　宮　田  一　正　

	副会長　　　　徳　山　　均
	監事　　　　伊左治　重  之

	副会長　　　　前　場　敏　男　　　

	副会長　　　　染　澤　三　雄　　　

	副会長　　　　山　田　貴　夫

	専務理事　　　那　須　保　信　　　

	理　事　　　　田　中　康　裕　　　

	理　事　　　　今　村　将　也　　

	理　事　　　　西　山　隆　司

	理　事        友　政　克　己

	理　事　　　　祢　宜　　博　　　

	理事・相談役　新　倉　英　隆　　



監　査　意　見　書

　各監事は理事会等重要な会議に出席、「監事・理事協議会」にて業務執行理事

等から職務の執行状況について報告を受け、重要な決裁書類等を閲覧し、業務

及び財産の状況を調査いたしましたところ、平成25年度事業報告は法令及び

定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。

更に平成26年5月15日会長から提出された平成25年度財産目録、貸借対照表、

正味財産増減計算書の各項目について監査を実施したところ、その内容は適正、

適法なものと認めます。

平成26年5月15日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本冷凍めん協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　　宮田　一正　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　事　　　伊左治　重之














第３号議案
平 成 ２６年 度 事 業 計 画

食品業界を取り巻く環境は、引き続き、原材料・資材、エネルギーコストの高騰、また、４月からの消費税アップに加え、本格的な高齢化や世帯人数の減少という人口構造の変化により、消費実態が大きく変化しています。一方、消費者からの安全・安心に対する厳しさは、メーカーのフードディフェンスをも問われております。
御蔭様で冷凍めん業界は大きなトラブルもなく、そして、2013年度の冷凍めんの市場規模は、当協会調べによりますと、市販・業務用を合わせ約185,200万食(前年比104％)となっており、冷凍めん市場は持続的な成長を継続し、国民一人当たり年間約15食を消費、国の食を支えていると言える業界になってきています。
これは会員各位のご努力、更にお客様の食に対する安全・安心への要求に対応し、且つ冷凍めんの普及に軸足を置いた活動を会員の皆様とともに行ってきた成果であります。　
今年度の事業計画は、安全安心に関してはフードディフェンスへの取り組み強化とし、早急な会員への啓発として勉強会、ＲＭＫ認定工場には工場監査時の指導、および品質管理に関する実習支援等を実施してまいります。
冷凍めんの普及活動では、生活者に対してはＲＭＫマークつき冷凍めんは身近で、美味しい・安全・簡便な食であることをしっかり伝え、会員、同業者へは日本の食を支えている自覚を持ってＲＭＫマークつき冷凍めんを生産・販売して頂ける様な支援を行ってまいります。
　引き続き会員各社様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

Ⅰ．平成26年度基本方針
１．ＲＭＫ認定工場のレベルアップを図り、おいしくかつ安全安心な冷凍めんの生産を推進する。
· ＲＭＫ認定工場への継続的な検査と衛生管理指導及びフードディフェンスの取組強化
· 会員工場の人材育成のための施策の実施
· 会員が利用できるわかりやすい情報ツールの作成
２．冷凍めんは国民食！　もっと食べよう！　もっと広めよう！
1）生活者向け：冷凍めんは身近で、美味しい・安全・簡便な食であること及びＲＭＫマークの信頼性の訴求
2）会員向け：日本の食生活を支えているという自覚をもって、製造・販売活動するための支援
· 幅広い会員に役立つ、協会ならではの施策
· 会員が実施していない、協会ならではの施策
· 協会ならではの活動内容を広く会員にアピール

Ⅱ．平成26年度の基本方針に基づく具体的な施策

１、RMKマーク認定制度に基づく活動および支援活動
　　（１）ＲＭＫ認定工場の施設衛生検査
・平成24年度技術委員会で付属書を改訂した「冷凍めん工場の品質保証体制に関
する指針」に基づく、工場検査チェック表に更にフードディフェンスの詳細項目　を追加し、フードディフェンスの指導を盛り込み実施する。
　　（２）製品一斉検査及びその他衛生管理に関する検査。
・夏季、冬季の2回、ＲＭＫ認定の為、製品の衛生度等の確認検査を実施する。
　　（３）フードディフェンス、ノロウィルス防止等を盛り込んだ、実務者向け勉強会
・会員向けに東京、神戸、博多と年３回以上実施する。
・第9回東京（4/24）、第10回神戸（6/5）、第11回博多（6/19）、第12回（9月予定）、第13回（Ｈ27.1月予定）は会場未定
　（４）会員企業向け第4回セミナー
　　　 　・平成26年11月11日／品川プリンスホテル
　　　　・講師　交渉中
（５）第3回海外研修
　　・前年延期したマレーシア・タイ（テーマ：ハラールへの対応）研修を5/18～5/24で実施.
(６)ＲＭＫ認定工場支援
　　・公益社団法人　日本食品衛生協会との取り組み
　　・微生物検査、異物混入防止、異臭防止等実習の支援
　　・実施時期は9月以降
（７）その他

　　２、RMKマーク付き冷凍めんの認知向上と価値訴求及び協会の取り組み広報
　　（１）管理栄養士等サイトでの「冷凍めん検定」による冷凍めんの知識啓蒙
　　　・「かわるＰｒｏ」（管理栄養士・栄養士サイト）、「調理力」（料理好きサイト）、「シェフモ」（一般主婦サイト）、更に小さいお子様を持つ若いお母様方に冷凍めんの魅力、安全、お手軽を動画レシピ等使い伝える。
　　　・検定とプレゼント企画を盛り込み、冷凍庫の大きい冷凍冷蔵庫、手軽に解凍電子レンジ等のプレゼントと異業種とのコラボ、リンクを実施
　　（２）お料理好きが集まるサイトを使ってのプロモーション
　　　・ＲＭＫ付き冷凍めんを使い、調理簡便性を伝える動画レシピを世間へ流す
　　　・このサイトや協会ＨＰを多くの方に見に来て頂けるよう、お料理ブロガーを使い発信して
いくイベントを開催
　　（３）協会ホームページ（以下協会ＨＰ）の完全リニューアルとオープンキャンペーン等
　　　・協会として冷凍めんの「正しい知識」の啓蒙をコンセプトにコンテンツの整理整頓を実施。
　　　・基本トップページをシンプルに、冷凍めん協会の品位を上げるデザインへ改善。
　　　・協会ＨＰ上でプレゼント企画等実施できるよう個人情報等流出にセキュリティー、及び他の企画とのリンクを強化を図る
　　　・会員への情報発信の場としての整備
　　　・協会ＨＰの制作、企画、管理の企業を変更
（４）協会広告の変更
　　　・会員及び製麺業者、同業者向けに日本冷凍めん協会の活動内容をアピールできる、広告の製作、一般流通向けと分け掲載。
　　（５）冷凍めん飲食店向け調査
　　　・飲食店等における冷凍めんの導入の意識と実態を把握
　　　・冷凍めん導入意向等探り、会員が戦略を立てる為の基礎データとして提供
(６)市場規模調査
　　　・平成23年（データはＨ22～）から毎年実施している、冷凍麺生産者への調査
　　（７）冷凍めん生活者向け調査　
　　　・3年に1回程度行っている、全国無作為の生活者への調査
　　（８）その他
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広報活動費、調査費支出予算明細
	　
	項目
	内容
	予算（単位：円）
	備考

	1
	冷凍めん検定
	管理栄養士等サイトでの「冷凍めん検定」による冷凍めんの知識啓蒙
	4,000,000
	「かわるＰｒｏ」・「調理力」・「シェフモ」のサイト及び協会ＨＰ、更に若いお母様向けに実施

	2
	お料理好きが集まるサイトを使ってのプロモーション
	ＲＭＫ付き冷凍めんを使い、調理簡便性を伝える動画レシピ
	3,500,000
	・ブロガー使っての拡散、協会ＨＰも合わせて見られる。

	3
	協会ホームページ（協会ＨＰ）の完全リニューアルとオープンキャンペーン等
	協会として冷凍めんの「正しい知識」の啓蒙をコンセプトにコンテンツの整理整頓、セキュリティー強化等
	7,000,000
	制作、管理、新規企画合わせて実施

	4
	協会広告の変更及び掲載
	会員及び製麺業者、同業者向けに日本冷凍めん協会の活動内容をアピールできる、広告
	4,000,000 
	・広告制作50万と業界紙等への通年の掲載料350万

	5
	冷凍めん飲食店向け調査（調査研究費）
	飲食店等における冷凍めんの導入の意識と実態調査
	1,700,000
	・500~600サンプル、20設問
・会員が戦略を立てる為の基礎データ

	6
	市場規模調査（調査研究費）
	冷凍めん製造企業への調査
	1,000,000
	・Ｈ22からのデータ

	7
	冷凍めん生活者向け意識調査（調査研究費）
	３年に一回実施
	1,700,000
	・冷凍めんの認知度等の調査

	
	その他広告等
	協賛広告等
	1,000,000
	

	8
	全麺連関連活動費
	全麺連との協賛事業等
	1,000,000 
	・年明けうどんサイト管理費、麺カレンダー等

	9
	冷凍めんＱ＆Ａ制作
	・昨年度からの制作進行中、監修、ＨＰ掲載デザイン費用発生予定
	1,200,000
	・出来上がりは協会ＨＰへの掲載

	　
	　広報活動費+調査研究費
	合計
	26,100,000
	　広報活動費21,700,000+調査研究費4,400,000





第５号議案

定款一部改定の件
《定款の改定の目的・理由》
１、総会及び理事会の議事録を法人法に適合した形とする為。
　・議事録署名人の選任方法等を規定する内容に変更。
２、準会員の議決権について
　・現在、議決権のない。準会員23企業に対し議決権を持って頂く
　・当協会の現行の運営状況から協力頂いている、会員数の減少傾向にある中、幅広く会員を募集する為、全会員に議決権を持って頂き、冷凍めんの業界を支えて頂く。
３、法人法で定める定款内の馴染まない社員等の文言を改める。
　・社員を会員
　・定時社員総会を通常総会
　・代表理事を会長に変更及び役員の職務については法人法に則り明記。
４、理事会設置法人として総会と理事会の役割（議決内容等）を定款内に表記、明確にし、
運営を円滑に行う。
５、協会運営にあたり、細かい点での誤りを訂正、条項の追加、順序の変更を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（青字は変更点の解説）
	現行
	変　更　案

	第１章　　総　　則
（名　称）
第１条　当法人は、一般社団法人日本冷凍めん協会と称する。

（主たる事務所の所在地）
第２条　当法人は、主たる事務所を東京都江東区に置く。





（目　的）
第３条　当法人は、冷凍めんの健全な発展を図るため、冷凍めんの製造、流通、消費の各分野において参加する会員の円滑な事業の推進を図るとともに、生麺類業界の発展に寄与することを目的とするとともに、その目的に資するため、次の事業を行う。
　１、冷凍めん工場の認定基準の設定及び指導
２、冷凍めん製造規範等の設定及び指導
　３、冷凍めんの品質基準、流通基準、衛生基準の
　　設定及び指導
　４、冷凍めんの規格、格付け、認定機関の整備
　５、冷凍めんの特許に係わる特許権者への許諾要
請と開示条件の確認
　６、冷凍めん協議会の認定マークの推進
　７、冷凍めんの流通販売に関する指導
　８、冷凍めんの消費の拡大及び情報活動
　９、各種イベントの企画、運営
　１０、前各号に掲げる事業に付帯又は関連する事
業

（基金の総額）

第4条　当法人は基金を引き受ける者の募集をすることができる。


（公告の方法）
第５条　当法人の公告は、主たる事務所の掲示場
に掲示する。

（基金の拠出者の権利に関する規定）
第６条　拠出された基金は、基金拠出者と合意した期日まで返還しない。

（基金の返還の手続き）
第７条　基金の拠出者に返還する基金の総額について定時社員総会における決議を経た後、理事が決定したところに従って返還する。
	第１章　　総　　則
名　称）
第１条　当法人は、一般社団法人日本冷凍めん協会と称する。

＊第２条２項を追加
（主たる事務所の所在地）
第２条　当法人は、主たる事務所を東京都江東区に置く。
２　当法人は理事会決議により、従たる事務所を必要な地に置く事が出来る。これを変更又は廃止する場合も同様とする。
＊目的を第２章とし、目的の中に含まれていた事業を第４条とした。
第２章　　目的及び事業
（目　的）
第３条　当法人は、冷凍めんの健全な発展を図るため、冷凍めんの製造、流通、消費の各分野において参加する会員の円滑な事業の推進を図るとともに、生麺類業界の発展に寄与することを目的とする。
（事　業）
[bookmark: _GoBack]第４条　
　１、冷凍めん工場の認定基準の設定及び指導
２、冷凍めん製造規範等の設定及び指導
　３、冷凍めんの品質基準、流通基準、衛生基準の
　　設定及び指導
　４、冷凍めんの規格、格付け、認定機関の整備
　５、冷凍めんの特許に係わる特許権者への許諾要
請と開示条件の確認
　６、冷凍めん協議会の認定マークの推進
　７、冷凍めんの流通販売に関する指導
　８、冷凍めんの消費の拡大及び情報活動
　９、各種イベントの企画、運営
　１０、前各号に掲げる事業に付帯又は関連する事
　　業

　　　　　
＊基金に関する内容は改め第４章　基金とし、まとめた。



＊（公告の方法）第5条は第3６条へ移行した。



	

第２章　　社　　員

（社員の構成）
第8条　当法人は、当法人と提携して本事業を行う企業、あるいは行おうとする企業等をもって次のように構成する。
　（１）一般社員
　　　A　冷凍めんの製造を行わない全国製麺協
　　　　同組合連合会（以下「全麺連」と
いう。）傘下会員並びに組合員
　　　　A’冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下
会員
　　　  B　冷凍めんの製造を行う全麺連傘下会員
並びに組合員
　　　　C　その他、冷凍めんの製造販売を行う企
　　　　業
　（２）特別社員
　　　　理事会において定める企業
　（３）準社員　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　冷凍めんに関する機器資材企業







（入　社）
第９条　当法人の目的に賛同し、入社した者を社員とする。
２　社員となるには当法人所定の加入申込書を提出し、理事会の承認を得るものとする。　　　　　
　
（入会金及び会費）
第１０条　社員は、当法人の目的を達成するため、会費規約に定める入会金及び会費を納入しなければならない。
２　既納付の入会金及び会費については、その理由の如何を問わず、これを返還しないものとする。

（退　社）
第１１条　社員は退社するときは、あらかじめ当法人に通知した上で事業年度の終わりにおいて退社することができる。ただし、退社後の冷凍めんの特許に関する開示については、特許権者と協議の上、その資格を喪失するものとする。
２　前項の場合のほか、社員は次に掲げる事由により退社する。
（１）総社員の同意
　（２）死亡又は解散
　（３）除名



（除　名）
第１２条　当法人の社員が次の１に該当するときは、理事会の決議により除名することができる。
　この場合において、当法人は、理事会の会日の10日前までにその社員に対してその旨を通知し、かつ、理事会において弁明する機会を与えるものとする。特許に関する開示も前条に準ずる。
（1） 冷凍めんに関する事業のうち、第3条１，２，３項に設定する基準及び規範に著しく違反した社員
（2） 特許の開示にあたり、当法人の開示条件に従わない社員
（3） 当法人の事業を妨げる行為、その他当法人の目的に著しく反すると認められる行為のあったとき




（社員名簿）
第１３条　当法人は、社員の氏名又は名称及び住所を記載した名簿を作成する。

（設立時の社員の氏名又は名称及び住所）
第１４条　社員の氏名及び住所は次のとおりとする。
香川県観音寺市坂本町五丁目18番37号
　　　株式会社加ト吉　　
　　東京都千代田区神田錦町一丁目25番地
　　　　　日清製粉株式会社　　　　　　　　　　
　　東京都渋谷区恵比寿西一丁目33番11号
　　　　　シマダヤ株式会社　　　　　　　　　
　　東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目27番5号
　　　　　日本製粉株式会社　　　　　　　　　　　
　　大阪府大阪市中央区淡路町三丁目1番9号
　　　　　株式会社キンレイ　　　　　　　　





















第３章　　理事及び監事

（員　数）
第１５条　当法人には、理事１０名以上１５名以内及び監事2名以内を置く。

（役員の選出）
第１６条　当法人の理事及び監事は、当法人の社員総会において選出する。但し、理事のうち、１名を代表理事、3名以上5名以内を副会長、1名を専務理事とし、理事会で選任する。








（任　期）
第１７条　理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとし、監事の任期は、選任後4年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時社員総会の終結の時までとする。
２　任期満了前に退任した理事の補欠として、又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は他の在任理事の任期の残存期間と同一とする。
３　任期満了前に退任した監事の補欠として選任された理事の任期は、前任者の任期の残存期間と同一とする。




（代表理事及び役員の職務）
第１８条　代表理事は当法人を代表し、当法人の業務を執行する。
２　副会長は代表理事を補佐し、代表理事に事故又は欠員の時はその職務を代行する。
３　監事は当法人の業務及び会計の状況を監査する。



（理事及び監事の報酬）
第１９条　理事及び監事の報酬は、それぞれ社員総会の決議をもって定める。



第４章　　会　　議

（種別）
第２０条　当法人の会議は、社員総会、理事会及び三役会の３種とする。
２　社員総会は、定時社員総会及び臨時社員総会とする。

（社員総会の構成）
第２１条　社員総会は一般社員、特別社員をもって構成する。

（社員総会の開催地）
第２２条　社員総会は、主たる事務所の所在地において開催するものとする。













（社員総会の開催）
第２３条　社員総会は毎年一回開催する。
２　臨時社員総会は必要に応じて開催するものとする。





（社員総会の招集）
第２４条　社員総会は、代表理事がこれを招集するものとする。
２　社員総会の招集は、理事会の決議で決定する。
３　社員総会を招集するには、会日より１週間前までに各社員に対して、その通知を発することを要する。








（社員総会の決議）
第２５条　社員総会の決議は、法令に別段の定めがある場合を除き、総社員の議決権の過半数を有する社員が出席し、出席社員の議決権の過半数をもって、これを決する。









（社員総会の議決権）
第２６条　社員総会を構成する各社員は、各1個の議決権を有する。

（社員総会の議長）
第２７条　社員総会の議長は、代表理事がこれに当たる。代表理事に事故があるときは、あらかじめ理事会の定める順序により、他の理事がこれに代わる。




（社員総会の議事録）
第２８条　社員総会の議事については、議事録を作り、これに議事の経過の要領及びその結果を記載し、議長及び出席した理事がこれに記名押印することを要する。




（理事会）
第２９条　当法人にはすべての理事をもって構成する理事会を設置する。
２　理事会は代表理事が招集する。
３　理事会を招集するには、会日より３日前までに、各理事及び各監事にその通知を発するものとする。
４　一般社団法人法第９１条第２項前段の報告は、毎事業年度に４ケ月を超える間隔で２回以上行わなければならない。
５　監事は理事会に出席し、必要があると認めた時は、意見を述べなくてはならない。
６　理事会の議決は、議決について特別の利害関係を有する理事以外の理事の過半数が出席し、その過半数で決する。
７　理事会の議事については、議事録を作成し、出席理事及び監事が記名押印しなければならない。
８　第６項の規定にかかわらず、一般社団法人法第９６条の要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。

	＊第７条２項を追加し社員を会員と変更、以降すべて社員を会員とした。
＊一般会員A、A´、B、準会員の文言を変更。
第３章　　会　　員

（会員の構成）
第５条　当法人は、当法人と提携して第４条記載のる事業を行う企業、あるいは行おうとする企業等をもって次のように構成する。
　（１）一般会員
　　　A　冷凍めんの製造を行わない全国製麺
協同組合連合会（以下「全麺連」と
いう。）傘下組合に属する組合員
　　　　A’冷凍めんの製造を行わない全麺連傘下会員である組合
　　　  B　冷凍めんの製造を行う全麺連傘下組合
に属する組合員
　　　　C　その他、冷凍めんの製造販売を行う
企業
　（２）特別会員
　　　　理事会において定める企業
　（３）準会員　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　冷凍めんに関する機器資材の製造・販売等に係る企業
　２　前項の一般会員、特別会員、準会員をもって
一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（以下「法人法」という。）上の社員とする。

（入　会）
第６条　当法人の目的に賛同し、入会した者を会員とする。
２　会員となるには当法人所定の加入申込書を提出し、理事会の承認を得るものとする。　　　　　
　
（入会金及び会費）
第７条　会員は、当法人の目的を達成するため、会費規約に定める入会金及び会費を納入しなければならない。
２　既納付の入会金及び会費については、その理由の如何を問わず、これを返還しないものとする。

（退　会）
第８条　会員は退会するときは、あらかじめ当法人に通知した上で事業年度の終わりにおいて退会することができる。ただし、退会後の冷凍めんの特許に関する開示については、特許権者と協議の上、その資格を喪失するものとする。
２　前項の場合のほか、会員は次に掲げる事由により退会する。
（１）総会員の同意
　（２）死亡又は解散
　（３）除名

＊第９条除名については法人法に照らし合わせ理事会決議でなく、総会決議と訂正。文言は省略せずはっきりとさせた。２項を追加。
（除　名）
第９条　当法人の会員が次の各項一に該当するときは、総会の決議により除名することができる。
　この場合において、当法人は、総会の開催日の７日前までにその会員に対して、理由を付して除名する旨を通知し、かつ、総会において弁明する機会を与えるものとする。特許に関する開示もその資格を喪失するものとする。
（1） 冷凍めんに関する事業のうち、第3条１，２，３項に設定する基準及び規範に著しく違反した会員
（2） 特許の開示にあたり、当法人の開示条件に従わない会員
（3） 当法人の事業を妨げる行為、その他当法人の目的に著しく反すると認められる行為のあったとき
２前項により除名が決議されたときは、その会員に対し、その旨を通知するものとする。

（会員名簿）
第１０条　当法人は、会員の氏名又は名称及び住所を記載した名簿を作成する。

（設立時の会員の氏名又は名称及び住所）
第１１条　会員の氏名及び住所は次のとおりとする。
香川県観音寺市坂本町五丁目18番37号
　　　株式会社加ト吉　　
　　東京都千代田区神田錦町一丁目25番地
　　　　　日清製粉株式会社　　　　　　　　　　
　　東京都渋谷区恵比寿西一丁目33番11号
　　　　　シマダヤ株式会社　　　　　　　　　
　　東京都渋谷区千駄ヶ谷五丁目27番5号
　　　　　日本製粉株式会社　　　　　　　　　　　
　　大阪府大阪市中央区淡路町三丁目1番9号
　　　　　株式会社キンレイ　　　　　　　　

＊第1章より基金の部分を第４章に移動、まとめた。
　　　　　第４章　　基金
（基金の拠出）

第１２条　当法人は基金を引き受ける者の募集をすることができる。

（基金の拠出者の権利に関する規定）
第１３条　拠出された基金は、基金拠出者と合意した期日まで返還しない。

（基金の返還の手続き）
第１４条　基金の拠出者に返還する基金の総額について総会における決議を経た後、理事会が決定したところに従って返還する。

＊旧第５章は内容に変更ないが書き方を変更法人法との整合性を図り、役割を明確にし、第５章とした。以降代表理事を会長と変更。
第５章　　役員

（役員の設置）
第１５条　当法人には、次の役員を置く。
（１）理事１０名以上１５名以内
（２）監事2名以内
２理事のうち、１名を会長、３名以上５名以内を副会長、１名を専務理事とする。
３前項の会長をもって法人法上の代表理事とし、専務理事をもって法人法第91条1項第2号に規定する業務執行理事とする。

（役員の選任）
第１６条　当法人の理事及び監事は、当法人の総会の決議により選任する。
２会長、副会長及び専務理事は、理事会の決議に基づき理事の中から選定する。

＊第１７条4項を追加。
（役員の任期）
第１７条　理事の任期は、選任後2年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する通常総会の終結時とし、監事の任期は選任後4年以内に終料する事業年度のうち最終のものに関する通常総会の終結の時までとする。
２　任期満了前に退任した理事の補欠として、又は増員により選任された理事の任期は、前任者又は他の在任理事の任期の残存期間と同一とする。
３　任期満了前に退任した監事の補欠として選任された監事の任期は、前任者の任期の残存期間と同一とする。
４　役員は再任は妨げない。

＊役員の職務及び権限とし第１８条3項を追加し3項を4項とした。
（役員の職務及び権限）
第１８条　会長は当法人を代表し、当法人の業務を執行する。
２　副会長は会長を補佐し、会長に事故又は欠員の時はその職務を代行する。
３　専務理事は会長を補佐し、当法人の業務を
執行する。
４　監事は当法人の業務及び会計の状況を監査する。
＊社員総会を総会と変更
（理事及び監事の報酬）
第１９条　理事及び監事の報酬は、それぞれ総会の決議をもって定める。


＊旧第４章　会　議を第６章総会と第７章理事会・三役会等に分け、旧第２０条を削除
第６章　　総　　会
（総会の構成）
第２０条　総会は一般会員、特別会員、準会員をもって構成する。


＊社員総会の開催地を定める、旧第２２条は開催場所は任意の為削除。
＊第２１条として総会での決議事項を追加
（総会での決議事項）
第２１条　総会は次の事項について決議する。
　（１）会員の除名
　（２）理事及び監事の選任又は解任
　（３）理事及び監事の報酬等の総額
　（４）事業報告、貸借対照表及び正味財産増減
計算書の承認
　（５）定款の変更
　（６）解散及び残余財産の処分
　（７）経費の負担の額及び徴収方法
　（８）理事会において必要と認められた事項
　（９）その他総会で決議するものとして法令又は
　　　この定款で定められた事項。
＊第２２条３項を追加。
（総会の開催）
第２２条　総会は毎年一回、通常総会を開催する。
２　臨時総会は必要に応じて開催するものとする。
３　前項の通常総会をもって法人法上の定時社員総会とする。

＊第２３条３項の会日より１週間前まで…を書面決議（委任状の活用）がある為、法人法で定める２週間前までに変更。
（総会の招集）
第２３条　総会は、会長がこれを招集するものとする。
２　総会の招集は、理事会の決議で決定する。
３　総会を招集するには、開催日より２週間前までに各会員に対して、その通知を発することを要する。
*旧第２７条を前に持ってきて第２４条とする。
（総会の議長）
第２４条　総会の議長は、会長がこれに当たる。会長に事故があるときは、あらかじめ理事会の定める順序により、他の理事がこれに代わる。

＊法人法に適合させ、第２５条２項を追加
（総会の決議）
第２５条　総会の決議は、法令に別段の定めがある場合を除き、総会員の議決権の過半数を有する会員が出席し、出席会員の議決権の過半数をもって、これを決する。
２　第１項の規定にかかわらず、次の決議は、総会員の半数以上であって、総会員の議決権の３分の２以上の多数による議決をもって行う。
　（１）定款の変更
　（２）解散
　（３）会員の除名
　（４）監事の解任
　（５）その他法令で定めた事項

（総会の議決権）
第２６条　総会を構成する各会員は、各1個の議決権を有する。
＊書面決議等を第２７条として追加、出席できない会員の委任状出席について定める。
（書面決議等）
第２７条　総会に出席できない会員は、書面又は代理人をもって議決権を行使する事が出来る。
２　前項の書面は、総会の日の前日までに当法人に到達しないときは無効とする。
３　第１項の代理人は、代理権を証する書面を当法人に提出しなければならない。
４　第１項の規定により議決権を行使する者は、出席者とみなす。


＊第２８条２項議事録署名人の選任について追加
（総会の議事録）
第２８条　総会の議事については、議事録を作り、これに議事の経過の要領及びその結果を記載する。
２議事録には議長及び出席した会員の中から、その会議において選任された議事録署名人２名以上が記名押印する。

第７章　　　理事会及び三役会等
＊第２９条７項を削除、議事録について第３１条を追加
（理事会）
第２９条　当法人にはすべての理事をもって構成する理事会を設置する。
２　理事会は会長が招集する。
３　理事会を招集するには、開催日より３日前までに、各理事及び各監事にその通知を発するものとする。
４　一般社団法人法第９１条第２項前段の報告は、毎事業年度に４ケ月を超える間隔で２回以上行わなければならない。
５　監事は理事会に出席し、必要があると認めた時は、意見を述べなくてはならない。
６　理事会の議決は、議決について特別の利害関係を有する理事以外の理事の過半数が出席し、その過半数で決する。
７　第６項の規定にかかわらず、一般社団法人法第９６条の要件を満たしたときは、理事会の決議があったものとみなす。


	（理事会における議決事項）
第３０条　理事会では、次の事項を議決する。
（1） 社員総会に提出する議案
（2） 社員総会の議決した事項の執行に関する事項
（3） 加入、脱退に関する事項
（4） 毎事業年度における事業計画
（5） 一般社団法人法及び本定款に定める事項
（6） その他、業務の執行に関する事項で、理事会が必要と認める事項




（三役会）
第３１条　三役会は代表理事、副会長及び専務理事をもって構成する。
２　三役会は代表理事が招集する。

（三役会における議決事項）
第３２条　三役会では、次の事項を審理し、執行する。
　　（１）理事会で決定した事項の運営に関する
こと。
　　（２）理事会に付議すべき事項に関すること。
　　（３）その他、理事会の議決を要さない業務の
執行及び運営に関すること。


（委員会の設置）
第３３条　当法人には、各委員会を設置する事ができる。
２　各委員会の委員は理事会の議決を経て代表理事が委嘱する。

第５章　　事務局
（事務局）
第３４条　当法人に事務局を置く。
２　専務理事は事務局の所管事務全般について、その執行にあたる。

第６章　　計　　算

（事業年度）
第３５条　当法人の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。







第７章　　附　　則

（最初の事業年度）
第３６条　当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から平成16年3月31日までとする。
　
（最初の理事及び監事の任期）
第３７条　当法人の最初の理事及び監事の任期は、選任後1年以内の最終の事業年度
　に関する定時社員総会の終結の時までとする。

第３８条　この定款に規定のない事項は、すべて一般社団法人法、その他の法令によるものとする。

	（理事会における議決事項）
第３０条　理事会では、次の事項を議決する。
（1） 執行に関する事項
（2） 加入、脱退に関する事項
（3） 毎事業年度における事業計画
（4） 一般社団法人法及び本定款に定める事項
（5） その他、業務の執行に関する事項で、理事会が必要と認める事項
（6） 役員の役付きの決定
（7） 総会に提出する議案

（議事録）
第３１条　理事会の議事については、議事録を作成し、出席した会長及び監事が記名押印する。
（三役会）
第３２条　三役会は会長、副会長及び専務理事をもって構成する。
２　三役会は会長が招集する。

（三役会における議決事項）
第３３条　三役会では、次の事項を審理し、執行する。
　　（１）理事会で決定した事項の運営に関する
こと。
　　（２）理事会に付議すべき事項に関すること。
　　（３）その他、理事会の議決を要さない業務の
執行及び運営に関すること。


（委員会の設置）
第３４条　当法人には、各委員会を設置する事ができる。
２　各委員会の委員は理事会の議決を経て会長が委嘱する。

第８章　　事務局
（事務局）
第３５条　当法人に事務局を置く。
２　専務理事は事務局の所管事務全般について、その執行にあたる。

第９章　　計　　算

（事業年度）
第３６条　当法人の事業年度は、毎年4月1日から翌年3月31日までとする。

＊公告の方法については第５条から第３７条に移し、掲示場に限定しない方法に変更。
第１０章　公告の方法
（公告の方法）
第３７条　当法人の公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法による。

第１１章　　附　　則

（最初の事業年度）
第３８条　当法人の最初の事業年度は、当法人成立の日から平成16年3月31日までとする。
　
（最初の理事及び監事の任期）
第３９条　当法人の最初の理事及び監事の任期は、選任後1年以内の最終の事業年度
　に関する定時社員総会の終結の時までとする。

第４０条　この定款に規定のない事項は、すべて一般社団法人法、その他の法令によるものとする
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		第２号議案

								平成２５年度決算報告書



				貸借対照表（平成２６年３月３１日現在）

														　　　　						(単位：円） タンイ エン

								　　　　　　　　　Ⅰ、資　　産　　の　　部

		１、流動資産

				科　　　　目				摘　　　　　要												金　　　　　額

		１）		現金				手許在高												183,004

		２）		普通預金				三菱東京UFJ銀行本所中央支店No.０７５２２８５												12,809,680

		３）		普通預金				三菱東京UFJ銀行錦糸町支店No.０８４４７４０												3,003,118

		４）		未収入金 ミシュウニュウ				冷凍めんRMK認定数量（平成２5年１月ー３月分)等 トウ												15,525,626

		５）		仮払金				海外研修延期分旅費等												376,440

				流動資産合計																31,897,868

		２、固定資産

		　無形固定資産

		1）		商標権				”冷凍めんの日”商標登録料												616,756

				固定資産合計																616,756

				資産合計																32,514,624



								　　　　　　　Ⅱ、負　　債　　の　　部

		１、流動負債

				科　　　目				摘　　　　　要												金　　　　　額

		１）		預り金				伊左治税理士、報酬源泉徴収分												9,801

		２）		未払金				全国めん類衛生技術センター製品検査費、他 タ												2,621,490

		３）		未払い消費税等				Ｈ25年度分（確定） ネンド ブン カクテイ												206,200

		４）		未払い法人税等				Ｈ25年度分（均等割り） ネンド ブン キントウ ワ												70,000

				流動負債合計																2,907,491

		２、固定負債

		1）		役員退職給与給付金				役員退職給与引当金（年度末に６５万計上）												2,600,000

				固定負債合計																2,600,000

				負　債　合　計																5,507,491

								　　Ⅲ、正　味　財　産　の　部

				科　　　目				摘　　　　　要												金　　　　　額

		１、指定正味財産

		１）		基金																3,000,000

				指定正味財産合計																3,000,000

		２、一般正味財産

		１）		一般正味財産																24,007,133



				正味財産合計																27,007,133



		負　債　及　び　正　味　財　産　合　計																		32,514,624
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一般社団法人日本冷凍めん協会

（単位　：　円）

平成24年度 平成25年度

Ⅰ、一般正味財産増減額の部

1、経常増減の部

　（１）経常収入

事業収入会 費 収 入 8,790,000 8,290,000

認 定 マ ー ク 料 57,929,466 60,722,570

入 会 金 0 10,000



事 業 収 入 計 66,719,466 69,022,570

雑収入

受 取 利 息 3,448 4,232

30周年準備金戻入 5,000,000

雑 収 入 334,402 8,599



雑 収 入 計 337,850 5,012,831

経 常 収 入 合 計 67,057,316 74,035,401

　(2)経常費用

事業費検 査 関 係 費 12,649,600 12,117,600

広 報 活 動 費 23,592,021 27,735,676

研 修 会 関 係 費 5,448,473 6,640,867

調 査 研 究 費 910,360 891,682

役 員 報 酬 7,800,000 7,800,000

福 利 厚 生 費 272,908 305,475

顧 問 料 報 酬 384,000 384,000

役 員 退 職 引 当 金 650,000 650,000

団 体 会 費 1,810,000 1,806,000

旅 費 交 通 費 1,395,947 432,399

事 務 委 託 費 5,112,220 5,128,336

賃 借 料 960,000 960,000

通 信 費 505,173 422,611

会 議 費 2,515,121 4,474,544

事 務 用 品 費 895,731 666,682

交 際 費 70,000 64,286

新 聞 図 書 費 136,600 136,600

事 務 所 修 繕 費 0 0

商 標 権 償 却 費 77,258 78,567



事 業 費 用 計 65,185,412 70,695,325

経 常 費 用 合 計 65,185,412 70,695,325

評価損益等調整前経常増減額 1,871,904 3,340,076

1,871,904 3,340,076 当　期　経　常　増　減　額

正味財産増減計算書

自  平成25年4月  1日

至  平成26年3月31日

科　　目

金額
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				正味財産増減計算書

				自  平成25年4月  1日

				至  平成26年3月31日

				一般社団法人日本冷凍めん協会						（単位　：　円）

				科　　目				金額

								平成24年度		平成25年度

				Ⅰ、一般正味財産増減額の部

				1、経常増減の部

				　（１）経常収入

				事業収入		会費収入		8,790,000		8,290,000

						認定マーク料		57,929,466		60,722,570

						入会金		0		10,000

						　事業収入計		66,719,466		69,022,570

				雑収入

						受取利息		3,448		4,232

						30周年準備金戻入				5,000,000

						雑収入		334,402		8,599

						　雑収入計		337,850		5,012,831

						経常収入合計		67,057,316		74,035,401

				　(2)経常費用

				事業費		検査関係費		12,649,600		12,117,600

						広報活動費		23,592,021		27,735,676

						研修会関係費		5,448,473		6,640,867

						調査研究費		910,360		891,682

						役員報酬		7,800,000		7,800,000

						福利厚生費		272,908		305,475

						顧問料報酬		384,000		384,000

						役員退職引当金		650,000		650,000

						団体会費		1,810,000		1,806,000

						旅費交通費		1,395,947		432,399

						事務委託費		5,112,220		5,128,336

						賃借料		960,000		960,000

						通信費		505,173		422,611

						会議費		2,515,121		4,474,544

						事務用品費		895,731		666,682

						交際費		70,000		64,286

						新聞図書費		136,600		136,600

						事務所修繕費		0		0

						商標権償却費		77,258		78,567

						　事業費用計		65,185,412		70,695,325

						経常費用合計		65,185,412		70,695,325

				評価損益等調整前経常増減額				1,871,904		3,340,076

				当　期　経　常　増　減　額				1,871,904		3,340,076
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平成24年度 平成25年

経 常 外 収 入 計 0 0

経 常 外 費 用 計 0 0

当期経常外増減額 0 0

税引前当期一般正味財産

増 減 額

1,871,904 3,340,076

法人税、住民税及び事業税

70,000                          70,000

1,801,904 3,270,076

18,935,153 20,737,057

20,737,057 24,007,133

Ⅱ、指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0

指定正味財産期首残高 3,000,000 3,000,000

指定正味財産期末残高 3,000,000 3,000,000

Ⅲ、基金増減の部

基金受入額 0 0

基金返還額

当期基金増減額 0 0

基金期首残高 3,000,000 3,000,000

基金期末残高 3,000,000 3,000,000

Ⅳ、正味財産期末残高 23,737,057 27,007,133

一般正味財産期末残高

科　　目

金額

2、経　常　外　増　減　額　の　部

当期正味財産増減額

一般正味財産期首残高
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				科　　目				金額

								平成24年度		平成25年

				2、経　常　外　増　減　額　の　部

						経常外収入計		0		0

						経常外費用計		0		0

						当期経常外増減額		0		0



						税引前当期一般正味財産増減額		1,871,904		3,340,076

						法人税、住民税及び事業税		70,000		70,000

				当期正味財産増減額 トウキ ショウミ ザイサン ゾウゲンガク		当期正味財産増減額		1,801,904		3,270,076

				一般正味財産期首残高 イッパン ショウミ ザイサン キシュ ザンダカ		一般正味財産期首残高		18,935,153		20,737,057

				一般正味財産期末残高 イッパン ショウミ ザイサン キマツ ザンダカ		一般正味財産期末残高		20,737,057		24,007,133

				Ⅱ、指定正味財産増減の部

						当期指定正味財産増減額		0		0

						指定正味財産期首残高		3,000,000		3,000,000

						指定正味財産期末残高		3,000,000		3,000,000



				Ⅲ、基金増減の部 キキン

						基金受入額 キキン ウケイレ ガク		0		0

						基金返還額 キキン ヘンカンガク

						当期基金増減額 トウキ キキン ゾウゲンガク		0		0

						基金期首残高 キキン キシュ ザンダカ		3,000,000		3,000,000

						基金期末残高 キキン キマツ ザンダカ		3,000,000		3,000,000



				Ⅳ、正味財産期末残高				23,737,057		27,007,133
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第４号議案

平成26年度収支予算

自平成26年４月　１日

至平成27年３月３１日

（単位　：　円）

金額 金額

1・

検 査 関 係 費 12,700,000 1・ 会 費 収 入 8,180,000

2・

広 報 活 動 費 21,700,000 2・ 認 定 マ ー ク 料 60,950,000

3・

研 修 会 関 係 費 8,150,000 3・ 入 会 金 0

4・

調 査 研 究 費 4,400,000 4・ 受 取 利 息 5,000

5・

役 員 報 酬 7,800,000 5・ 雑 収 入 0

6・

福 利 厚 生 費 308,000 （ 収 入 合 計 ） 69,135,000

7・

顧 問 料 報 酬 900,000 (一般正味財産期首残高) 24,007,133

8・

役 員 退 職 引 当 金 650,000

9・

団 体 会 費 1,810,000

10・

旅 費 交 通 費 1,050,000

11・

事 務 委 託 費 5,110,000

12・

賃 借 料 960,000

13・

通 信 費 500,000

14・

会 議 費 2,950,000

15・

事 務 用 品 費 600,000

16・

交 際 費 70,000

17・

新 聞 図 書 費 140,000

18・

事 務 所 修 繕 費 0

19・

商 標 権 償 却 費 78,564

20・

租 税 公 課 70,000

21・

予 備 費 0

（ 支 出 合 計 ） 69,946,564

（一般正味財産期末残高） 23,195,569

93,142,133 93,142,133

合計 合計

支出の部 収入の部

科目 科目
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		第４号議案 ダイ ゴウ ギアン



						平成26年度収支予算 ヘイセイ ネンド シュウシ ヨサン

										自平成26年４月　１日 ジ ヘイセイ ネン ツキ ヒ

										至平成27年３月３１日 イタル ヘイセイ ネン ツキ ヒ



												（単位　：　円） タンイ エン

		支出の部 シシュツ ブ						収入の部 シュウニュウ ブ

		科目 カモク				金額 キンガク		科目 カモク				金額 キンガク

		1・		検査関係費 ケンサ カンケイ ヒ		12,700,000		1・		会費収入 カイヒ シュウニュウ		8,180,000

		2・		広報活動費 コウホウ カツドウ ヒ		21,700,000		2・		認定マーク料 ニンテイ リョウ		60,950,000

		3・		研修会関係費 ケンシュウ カイ カンケイヒ		8,150,000		3・		入会金		0

		4・		調査研究費 チョウサ ケンキュウヒ		4,400,000		4・		受取利息 ウケトリ リソク		5,000

		5・		役員報酬 ヤクイン ホウシュウ		7,800,000		5・		雑収入 ザッシュウニュウ		0

		6・		福利厚生費 フクリ コウセイヒ		308,000				（収入合計） シュウニュウ ゴウケイ		69,135,000

		7・		顧問料報酬 コモン リョウ ホウシュウ		900,000				(一般正味財産期首残高) イッパン ショウミ ザイサン キシュ ザンダカ		24,007,133

		8・		役員退職引当金 ヤクイン タイショク ヒキアテ キン		650,000

		9・		団体会費 ダンタイ カイヒ		1,810,000

		10・		旅費交通費 リョヒ コウツウヒ		1,050,000

		11・		事務委託費 ジム イタク ヒ		5,110,000

		12・		賃借料 チンシャク リョウ		960,000

		13・		通信費 ツウシンヒ		500,000

		14・		会議費 カイギヒ		2,950,000

		15・		事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ		600,000

		16・		交際費 コウサイ ヒ		70,000

		17・		新聞図書費 シンブン トショヒ		140,000

		18・		事務所修繕費 ジム ショ シュウゼンヒ		0

		19・		商標権償却費 ショウヒョウケン ショウキャクヒ		78,564

		20・		租税公課 ソゼイ コウカ		70,000

		21・		予備費 ヨビヒ		0

				（支出合計） シシュツ ゴウケイ		69,946,564

				（一般正味財産期末残高） イッパン ショウミ ザイサン キマツ ザンダカ		23,195,569

		合計 ゴウケイ				93,142,133		合計 ゴウケイ				93,142,133
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(単位：円）

　　　　　　　　　Ⅰ、資　　産　　の　　部

１、流動資産

科　　　　目 摘　　　　　要 金　　　　　額

１）現 金 手許在高

183,004

２）普 通 預 金 三菱東京UFJ銀行本所中央支店No.０７５２２８５

12,809,680

３）普 通 預 金 三菱東京UFJ銀行錦糸町支店No.０８４４７４０

3,003,118

４）未 収 入 金 冷凍めんRMK認定数量（平成２5年１月ー３月分)等

15,525,626

５）仮 払 金 海外研修延期分旅費等

376,440

流 動 資 産 合 計

31,897,868

２、固定資産

　無形固定資産

1）商 標 権 ”冷凍めんの日”商標登録料

616,756

固 定 資 産 合 計

616,756

資産合計

32,514,624

　　　　　　　Ⅱ、負　　債　　の　　部

１、流動負債

科　　　目 摘　　　　　要

金　　　　　額

１）預 り 金 伊左治税理士、報酬源泉徴収分

9,801

２）未 払 金 全国めん類衛生技術センター製品検査費、他

2,621,490

３）未払い消費税等 Ｈ25年度分（確定）

206,200

４）未払い法人税等 Ｈ25年度分（均等割り）

70,000

流 動 負 債 合 計

2,907,491

２、固定負債

1）役員退職給与給付金 役員退職給与引当金（年度末に６５万計上）

2,600,000

固 定 負 債 合 計

2,600,000

負　債　合　計

5,507,491

　　Ⅲ、正　味　財　産　の　部

科　　　目

摘　　　　　要

金　　　　　額

１、指定正味財産

１）基金

3,000,000

指定正味財産合計

3,000,000

２、一般正味財産

１）一 般 正 味 財 産

24,007,133

正 味 財 産 合 計

27,007,133

32,514,624

負　債　及　び　正　味　財　産　合　計

貸借対照表（平成２６年３月３１日現在）


